
うち当該年度
の森林環境譲
与税　（千円）

うち基金取崩
額（千円）

うちその他の
財源（千円）

森林経営管理制度推進事業 13,491 13,491 0 0
森林経営管理制度に基づき、対象森林への意向調査関連及びモデ
ル事業として先行的に森林整備をする。

意向調査実施面積88.77ha
モデル事業0.2ha

林地台帳維持更新事業 2,860 2,860 0 0
所有者からの届出や登記情報の異動、地籍調査等の境界に
係る測量の実施状況の変化などについて、林地台帳及び林
地台帳地図の精度向上のために情報更新をする。

里山森林整備支援事業 1,258 1,258 0 0
集落内における生活道路に影響を及ぼしている支障木等の
除去及び景観維持や里山の荒廃防止対策としての竹林整備
への取り組みについて、その費用の一部を助成する。

8件

にし阿波循環型林業支援事業 5,307 5,307 0 0 森林所有者の負担を軽減し、森林の有する多面的機能の持
続的な発揮を維持するため造林の支援をする。

実施面積53.28ｈａ

黒沢湿原木道及び間伐等整備事業 58,813 58,813 0 0
市内観光拠点の１つである黒沢湿原を安全で快適にするため、木道
修繕や枯れ松の伐採等、一体的な整備をする。

鳥獣被害対策ICT活用支援事業 1,354 1,354 0 0 捕獲員の負担軽減や森林被害の減少を図るため、ＩＣＴを活用
した捕獲センサー導入に対する補助をする。

14件

林道整備事業 44,557 30,471 0 14,086 森林整備を促進するために、林道の修繕、改修をする。

農林業水産業振興事業
（高性能林業機械の導入）

4,180 4,180 0 0
林業事業体の雇用拡大、就労機会の増加等に寄与すること
を目的として、国庫補助事業等に追加して市単補助金を交付
する。（補助割合：事業経費の1/10以内）

2台

森づくり推進体制支援事業 11,121 11,121 0 0 森林・林業行政を支援する林政アドバイザーや鳥獣害対策と
して捕獲員等を雇用し、実行体制を整備する。

林政アドバイザー2人、意向調査等事務1人、鳥獣捕獲員1人

森づくり委員会推進事業 509 509 0 0 森づくり推進に向けた委員会等の運営経費。 森づくり委員会4回開催

木育推進事業 6,752 6,752 0 0
ウッドスタートとして誕生祝い品、木育キャラバン、木育インス
トラクター養成講座事業を実施することにより、木育を推進す
る。

誕生祝品200セット、木育キャラバン来場者数約1,400人、木
育インストラクター養成講座2回（54人）

木材利用促進事業 2,244 2,244 0 0 四国酒まつり用として地元産材を使った枡や木育ワークショッ
プ等を行い、広く木材利用の推進をする。

市産材一合枡：3,000個製作

木造住宅推進補助金 500 500 0 0

市内において木造住宅の建築を促進する「三好地域木造住
宅推進協議会」に対し、市民の委託を受けて建築する木造住
宅の費用に対し、補助金を支給する。（１棟につき上限５０万
円）

1棟

薪ボイラー燃料価格対策事業 3,337 3,337 0 0
ウッドショック等による価格高騰及び薪供給体制の変更に対
し、薪燃料供給の安定化を図るため、これまでとの差額を補
助金として支給する。

3施設

割り箸利用等森林環境教育推進事業 901 901 0 0
学校給食における地域産材の割り箸利用から、使用済み割り
箸の木質バイオマスへの利活用を試行実践することにより、
森林環境教育を推進する。

鳥獣被害対策捕獲獣利用促進事業 199 199 0 0 森林の保護対策として駆除、捕獲した動物の有効利用を推進
するため、市内の飲食店にジビエを提供し普及啓発を図る。

１回（9店舗＊10㎏）

その他普及啓発事業 698 698 0 0 森づくり、木材利用等普及啓発等に係る各種負担金等。

森づくり推進準備負担金 9,000 9,000 0 0 森林整備を推進するための組織設立に向けた準備を行うた
めの負担金。

森づくり推進アドバイザー事業
（森づくり推進支援事業）

4,761 4,761 0 0 森づくり基本計画（森づくり・街づくり・人づくり）の事業実施状
況の把握、検討、周知等を展開する。

実施計画の策定

基金積立 三好市森づくり基金 0 0 0 0
今後の森林整備及びそれを促進するための人材育成・担い
手の確保、木材利用の促進、普及啓発等の費用に充てるた
めの基金。

171,842 157,756 0 14,086

木材利用・普及啓発

合計（千円）

・森林等の状況等及び地域の実情等に応じた優先順位を基に、
意向調査を実施することにより計画的な森林整備を実現する。

・林地台帳の情報更新により精度を向上する。

・再造林による森林所有者の負担を解消するため、苗木・防除
施設等の支援を行うことにより、持続可能な林業、また森林の循
環が期待できる。

・里山森林整備として、自治会単位で支障木等解消及び竹林整
備に取り組んでもらうことにより、市民の森林整備に対する関心
が高まることが期待できる。

・木育推進事業として、誕生祝い品、木育キャラバン（移動おも
ちゃ美術館及びワークショップ等）、木育インストラクター養成講
座を開催することにより、木材利用、普及啓発及び交流人口の
推進に繋げる。

・森林環境教育、林福連携の一環として、学校給食において市
内の障がい者支援施設が生産している地域産材の割り箸を利
用。今後、市内のバイオマス施設等の見学を行い、循環利用さ
れている仕組み等を学んでもらう。

・三好市森づくり実施計画の策定をすることにより、森林基本計
画の各施策を実行段階に移行することができる。

森林整備

人材育成
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